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1995年前後に日本周辺で地震活動は活発化したか？

Was the seismicity in and around the Japanese Islands unusually active in 1995?
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1 9 9 0年以降、日本とその周辺で発生したM 6あるいはM 7以上の大きな地震の積算図を描くと、1 9 9 5年前後に多
発していた様子が顕著に見える。これは三陸沖から北海道東方沖にかけて大地震が続発したことによるもので、
兵庫県南部地震が発生したとはいえ、必ずしも西南日本を含め全国的に活発だったというわけではない。この時
期の数の増加と対照的に、1 9 9 3年北海道南西沖地震( M 7 . 8 )が起きるまでの約1 0年間は、M 7を越える地震が非常に
少なかった。また、M 6 . 5程度以上の地震活動について見ると、北日本では1 9 5 0年代半ば、南日本では1 9 5 0年代後
半に低下していた様子が見える。

1 9 0 0年以降、日本とその周辺で発生したM 6あるいはM 7以上の大きな地震の積算図を描くと、1 9 9 5年前後に多
発していた様子が顕著に見える。これは主として三陸沖から北海道東方沖にかけて大地震が続発したことによる
もので、兵庫県南部地震が発生したとはいえ、必ずしも西南日本を含め全国的に活発だったというわけではない。
この時期の数の増加と対照的に、1 9 9 3年北海道南西沖地震( M 7 . 8 )が起きるまでの1 0年間は、M 7を越える地震が非
常に少なかった（1 9 8 4年8月7日の日向灘の地震( M 7 . 1 )の後、 M 7を越える地震は1 9 8 9年1 1月2日の三陸沖地震
( M 7 . 1 )のみ）。また、M 6 . 5程度以上の地震活動について見ると、北日本では1 9 5 0年代の半ば、南日本では1 9 5 0年代
の後半に低下していた様子が見える。

なお、1 9 9 0年代半ばに東南アジアでも大地震が多発した傾向が見える。東北日本周辺における1 9 9 5年前後の活
発化が、そうした世界的な規模での地震活動の変化と関係していたかどうかはわからないが、講演では、プレー
ト境界地震、内陸地震、スラブ内地震それぞれについて、大域的及び世界各地域別に見た時の、長期にわたる地
震活動の消長、地域間の活動の関連性についても検討する。


